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遺産分割後に遣言書を発見した場合

Q:父の死亡後、相続人全員で遺産分割の

協議を行い、遺産分割協議書を作成しました。

ところが、その後父の遺言書が発見されま

した。以前行った遺産分割の協議は無効とな

るのでしょうか。

ヱヘ：遺言書が発見された場合、以前に行っ

た遺産分割協議は無効となり、遺言書に従わ

なければなりません。しかし、相続人全員が

遺言書に反する遺産分割協議に賛成の場合は

有効となります。

【解説】

遺言は、遺言者の最終の意思であり、尊重

されなければなりません。したがって、遺言

があるときは、遺言の内容が優先することに

なります。

ところで、遺言の存在を知らないで遺産分

割の協議が成立したとしても、遺言に反する

部分は無効となります。

しかし、相続人全員が合意で、遺言と反す

る協議をそのまま維持しようとすることもあ

り得るでしょう。

この場合、遺言の指示通り分割してあらた

めて相続人間で前に協議したとおり相互に遺

産の移動をするなどの、わずらわしい手続き

をとる必要はないと思います。遺言者の意思

を相続人の意思に優先させる必要はないから

です。
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